
　

【表紙】  

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第２項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成26年２月12日

【四半期会計期間】 第89期第３四半期(自　平成25年10月１日　至　平成25年12月31日)

【会社名】 三菱レイヨン株式会社

【英訳名】 Mitsubishi Rayon Company, Limited

【代表者の役職氏名】 取締役社長　越　智　　　仁

【本店の所在の場所】 東京都千代田区丸の内一丁目１番１号

【電話番号】 東京(03)6748―7572

【事務連絡者氏名】 経理部長　　小　森　　　肇

【最寄りの連絡場所】 東京都千代田区丸の内一丁目１番１号

【電話番号】 東京(03)6748―7572

【事務連絡者氏名】 経理部長　　小　森　　　肇

【縦覧に供する場所】 該当事項はありません。

  

  

  

  

  

  

  
 

　

EDINET提出書類

三菱レイヨン株式会社(E00875)

四半期報告書

 1/22



第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第88期
第３四半期
連結累計期間

第89期
第３四半期
連結累計期間

第88期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (百万円) 342,173 388,852 456,908

経常利益 (百万円) 5,656 5,767 7,565

四半期(当期)純利益
又は四半期純損失(△)

(百万円) △ 1,215 2,252 1,228

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 1,515 23,775 22,336

純資産額 (百万円) 175,307 213,573 194,391

総資産額 (百万円) 528,545 615,753 563,461

１株当たり四半期(当期)純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

(円) △ 2.12 3.93 2.14

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 29.2 30.8 30.6
 

　

回次
第88期
第３四半期
連結会計期間

第89期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年10月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

(円) △0.17 0.44
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

いません。

２．売上高には、消費税等は含まれていません。

３．第88期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半

期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載していません。

４．第89期第３四半期連結累計期間及び第88期の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額について

は、潜在株式が存在しないため記載していません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりです。

　

(炭素繊維・複合材料事業)

連結子会社であったGrafil,Inc.とNewport Adhesives and Composites,Inc.を統合し、平成25年４月

１日付でMitsubishi Rayon Carbon Fiber and Composites,Inc.として発足しました。

Aldila Golf Corp.は、平成25年４月１日付で当社の連結子会社となりました。

(その他)

連結子会社であったエムアールシーポリサッカライド株式会社は、平成25年４月１日付で会社分割

(吸収分割)を行ったことにより、連結の範囲から除外しました。

株式会社ウェルシィは、平成25年12月16日付で当社の連結子会社となりました。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告

書に記載した「事業のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在していません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

(1) 株式取得に関する契約

株式会社ウェルシィの買収

当社は、平成25年10月30日開催の取締役会において、地下水膜ろ過システムの設計、製造、販売及

びメンテナンス会社である株式会社ウェルシィ(以下、ウェルシィ)の株式を取得し、当社の連結対象

子会社とすることを決議し、平成25年11月1日付で、ウェルシィの既存株主７名と、また平成25年11

月15日付で、同株主１名と、それぞれ株式譲渡契約を締結し、公正取引委員会による株式取得に関す

る審査が終了したことにより、平成25年12月16日付で、ウェルシィの発行済株式の70.5%を取得しま

した。

　

(2) 株式引受け及び合弁会社の運営に関する契約

Action Composites International Ltd.への出資

当社は、平成25年11月25日開催の取締役会において、炭素繊維を使用した自動車用部品の製造、販

売子会社を保有するAction Composites International Ltd.(以下、ACI社)へ出資し、合弁事業の運

営に参画することを決議し、平成25年12月20日付でACI社及び既存株主３名との間で株式引受契約、

並びに合弁契約を締結しました。なお、新株引受け後の当社の出資比率は35%となりました。   
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３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当第３四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社、連結

子会社及び持分法適用会社)が判断したものです。

　

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間の海外経済は、米国では雇用環境の改善を背景とした個人消費や住宅市場

が堅調な動きを見せ、緩やかながらも回復基調が続く一方で、アジアでは中国が過剰投資の調整により

設備投資の伸びが鈍化するなど景気が減速し、欧州ではようやく底打ちの兆しがあるものの、債務問題

や各国の緊縮財政強化の影響を受け、持続的な景気回復にはまだ時間を要することが見込まれるなど、

回復のペースはごく緩やかなものとなっています。日本経済においては、政府の経済対策を受けて、金

融市場では円高修正や株高が進むなど、経済の状況は好転し、輸出や個人消費は回復基調にあります

が、４月以降の消費税率引き上げの影響による需要の落ち込みが懸念されるなど先行きは不透明な状況

です。

このような経営環境の中で、当社グループは、三菱ケミカルホールディングスグループの中期経営計

画「ＡＰＴＳＩＳ １５」に連動し、「ＡＰＴＳＩＳ １５」を構成する平成23年度から平成27年度の当

社グループの中期経営計画として策定した「Ｎｅｗ Ｄｅｓｉｇｎ ＡＰＴＳＩＳ １５」について、そ

の後の事業環境の大幅な変化などを踏まえ見直しを行った後半３年間(平成25年度から平成27年度)の初

年度として、引き続き、成長事業として位置付けたＭＭＡ(メタクリル酸メチル)系事業、炭素繊維・複

合材料事業、アクア事業への経営資源の集中と強化拡大の徹底、事業競争力強化活動を中心とした効率

経営の徹底など、目標達成に向けた具体的な取り組みを進めています。

当第３四半期連結累計期間の連結営業成績は、製品価格の引き上げや維持に注力し、さらに為替の円

高修正が進行したことなどにより、前第３四半期連結累計期間比で増収、増益となりました。売上高は

388,852百万円(前第３四半期連結累計期間比13.6％増)、営業利益は6,033百万円(前第３四半期連結累

計期間比23.2％増)、経常利益は5,767百万円(前第３四半期連結累計期間比1.9％増)、四半期純利益は

2,252百万円(前第３四半期連結累計期間は1,215百万円の四半期純損失)となりました。

　

セグメントの業績は次のとおりです。なお、セグメント利益は営業利益ベースの数値です。

①化成品・樹脂事業

ＭＭＡモノマーは、国内では自動車、住宅関連向けの需要は堅調に推移し、海外では中国を中心と

したアジアで需要が低迷する中、国内、海外とも製品価格の引き上げに注力しましたが、米国での製

造設備改修の遅延の影響もあり、収益は低調でした。機能樹脂事業では、アクリル樹脂成形材料は、

国内では自動車、ＬＥＤ照明用途は堅調でしたが、海外では中国での需要が全般的に低調に推移し、

アクリル樹脂板は、需要が低迷している導光板用途から、看板など他の用途に向けた販売量確保に注

力しましたが、収益は厳しい状況が続きました。機能化学品事業では、コーティング材料は、自動車

用途の堅調な需要を背景に、国内、海外とも販売量を伸ばし、樹脂添加剤は、アジア向け輸出で販売

量を伸ばすなど、収益は順調に推移しました。

この結果、化成品・樹脂事業の売上高は243,217百万円(前第３四半期連結累計期間比11.5％増)、

セグメント利益は5,597百万円(前第３四半期連結累計期間比43.9％減)となりました。
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②ＡＮ及び誘導品事業

ＡＮ(アクリロニトリル)は、ＡＢＳ樹脂用途を中心として需要の回復が遅れる中、原材料が高騰す

る一方で、製品価格は回復の兆しを見せながらも全般的には低位のまま推移し、収益は依然として低

調でした。

この結果、ＡＮ及び誘導品事業の売上高は21,352百万円(前第３四半期連結累計期間比7.9％増)、

セグメント損失は1,159百万円(前第３四半期連結累計期間は1,187百万円のセグメント損失)となりま

した。

③炭素繊維・複合材料事業

炭素繊維・複合材料は、アジアではスポーツ用途を中心として需要が堅調であり、販売数量を伸ば

すとともに、製品価格の是正にも取り組みました。また、プリプレグやゴルフシャフトの販売数量の

伸長や、円高修正の効果もあり、収益は大きく改善しました。

この結果、炭素繊維・複合材料事業の売上高は29,798百万円(前第３四半期連結累計期間比28.7％

増)、セグメント損失は310百万円(前第３四半期連結累計期間は3,654百万円のセグメント損失)とな

りました。

④繊維事業

アクリル短繊維は、国内、海外とも、衣料用途を中心として販売量を大きく伸ばし、主原料のＡＮ

価格が低位に推移する中でも製品価格の維持に努め、また円高修正の効果も加わり、収益は大きく改

善しました。アセテート繊維は、主力のトリアセテート長繊維「ソアロン」が、米国向け輸出で販売

数量を伸ばし、国内衣料市場におけるアパレル、フォーマル分野も堅調でした。

この結果、繊維事業の売上高は35,528百万円(前第３四半期連結累計期間比22.9％増)、セグメント

利益は1,420百万円(前第３四半期連結累計期間は332百万円のセグメント損失)となりました。

⑤その他

アクア事業については、家庭用浄水器は、店頭市場では蛇口直結型浄水器を中心に需要が堅調であ

り、インターネットでの通信販売も順調に販売量を伸ばしました。また住宅設備市場では、戸建の新

設住宅着工増を背景に、ビルトイン浄水器の販売数量を大きく伸ばすなど、全般に好調に推移しまし

た。機能膜製品は、国内の下排水処理用交換膜の販売は堅調に推移し、海外では新規受注に向け積極

的に販売活動を行いましたが、中国経済の減速の影響、また市場の競争も激しく、収益は厳しい状況

が続きました。

この結果、その他の売上高は58,957百万円(前第３四半期連結累計期間比12.7％増)、セグメント利

益は337百万円(前第３四半期連結累計期間は90百万円のセグメント損失)となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比べ52,292百万円増加し、

615,753万円となりました。そのうち流動資産については、受取手形及び売掛金や製品が増加したこと

などにより、前連結会計年度末と比べ18,496百万円増の236,059百万円となりました。また固定資産に

ついては、投資その他の資産や機械装置及び運搬具が増加したことなどにより、前連結会計年度末と比

べ33,797百万円増の379,694百万円となりました。

当第３四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末と比べ33,111百万円増加し、

402,180百万円となりました。そのうち流動負債については、短期借入金が増加したことや１年内償還

予定の社債への振替を行ったことなどにより、前連結会計年度末と比べ67,794百万円増の281,516百万

円となりました。また固定負債については、長期借入金が減少したことや１年内償還予定の社債への振

替を行ったことなどにより、前連結会計年度末と比べ34,683百万円減の120,664百万円となりました。

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末と比べ19,182百万円増加し、

213,573百万円となりました。これは、為替換算調整勘定が増加したことなどによります。

　

(3) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における研究開発費は8,953百万円です。

　

(4) 主要な設備

①主要な設備の状況

前連結会計年度末に計画中であった、Lucite International Inc.のボーモント工場におけるＭＭ

Ａモノマー製造設備の改修については、平成25年11月に完成しました。なお、投資額については「②

設備の新設、除却等の計画」に記載しています。

②設備の新設、除却等の計画

前連結会計年度末に計画中であった設備について、当第３四半期連結累計期間に完成したもの及び

変更のあったものは、次のとおりです。

(a)完成

セグメント
の名称

会社名
事業所名

所在地 設備の内容
投資金額
(百万円)

完成年月 生産能力

化成品・
樹脂事業

Lucite
International Inc.
ボーモント工場

アメリカ
テキサス州

ＭＭＡモノマー製造
設備の改修

5,489 平成25年11月 ―

 

　
(b)完成予定時期の変更

化成品・樹脂事業に関して、Lucite International Inc.のボーモント工場におけるＭＡＡ(メタク

リル酸)の製造設備の完成予定時期を平成26年第１四半期(暦年)から平成26年第２四半期(暦年)に変

更しました。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 1,200,000,000

計 1,200,000,000
 

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成25年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 572,034,109 572,034,109 ― 単元株式数は1,000株です。

計 572,034,109 572,034,109 ― ―
 

(注)　当社は、株式の譲渡または取得については、株主または取得者は取締役会の承認を受けなければならない旨を

定款で定めています。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成25年12月31日 ─ 572,034 ─ 53,229 ─ 28,509
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成25年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 572,034,000 572,034 ―

単元未満株式 普通株式         109 ― ―

発行済株式総数 572,034,109 ― ―

総株主の議決権 ― 572,034 ―
 

　

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

　

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しています。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成25年10月１

日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けていま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 32,945 37,715

受取手形及び売掛金
※３ 92,168 ※３ 100,908

製品 40,267 45,053

原材料及び貯蔵品 23,039 27,212

その他 29,764 25,804

貸倒引当金 △622 △633

流動資産合計 217,563 236,059

固定資産

有形固定資産

機械装置及び運搬具（純額） 136,830 146,729

その他（純額） 100,871 106,102

有形固定資産合計
※２ 237,702 ※２ 252,831

無形固定資産

のれん 24,490 28,025

その他 14,943 16,271

無形固定資産合計 39,434 44,296

投資その他の資産

その他 68,869 82,702

貸倒引当金 △109 △135

投資その他の資産合計 68,760 82,567

固定資産合計 345,897 379,694

資産合計 563,461 615,753

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金
※３ 66,228 ※３ 72,766

短期借入金 116,631 167,802

1年内償還予定の社債 － 10,040

引当金 4,161 3,379

その他 26,701 27,529

流動負債合計 213,722 281,516

固定負債

社債 10,000 70

長期借入金 92,535 62,154

退職給付引当金 36,317 36,651

その他の引当金 439 463

資産除去債務 5,915 6,680

その他 10,139 14,646

固定負債合計 155,347 120,664

負債合計 369,069 402,180
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 53,229 53,229

資本剰余金 28,588 28,588

利益剰余金 96,080 96,512

株主資本合計 177,898 178,330

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 6,974 10,289

繰延ヘッジ損益 △137 △160

為替換算調整勘定 △12,591 1,211

その他の包括利益累計額合計 △5,755 11,340

少数株主持分 22,248 23,903

純資産合計 194,391 213,573

負債純資産合計 563,461 615,753
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

売上高 342,173 388,852

売上原価 281,574 321,874

売上総利益 60,599 66,978

販売費及び一般管理費

運送費及び保管費 13,851 16,082

給料及び賞与 11,657 12,848

賞与引当金繰入額 898 843

退職給付費用 1,151 1,303

その他 28,146 29,869

販売費及び一般管理費合計 55,705 60,945

営業利益 4,894 6,033

営業外収益

受取利息 332 322

受取配当金 480 431

持分法による投資利益 1,851 783

その他 684 827

営業外収益合計 3,349 2,363

営業外費用

支払利息 1,787 1,771

その他 799 858

営業外費用合計 2,587 2,629

経常利益 5,656 5,767

特別利益

関係会社株式売却益 － 2,376

その他 1,166 493

特別利益合計 1,166 2,869

特別損失

固定資産除売却損
※１ 544 ※１ 599

関係会社株式売却損 2,488 －

その他 2,080 351

特別損失合計 5,113 950

税金等調整前四半期純利益 1,709 7,686

法人税、住民税及び事業税 237 2,550

法人税等調整額 680 951

法人税等合計 918 3,501

少数株主損益調整前四半期純利益 791 4,185

少数株主利益 2,007 1,933

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,215 2,252
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 791 4,185

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 762 3,310

繰延ヘッジ損益 28 13

為替換算調整勘定 △566 14,732

持分法適用会社に対する持分相当額 498 1,535

その他の包括利益合計 724 19,590

四半期包括利益 1,515 23,775

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,032 19,346

少数株主に係る四半期包括利益 2,548 4,429
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

　
当第３四半期連結累計期間

(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

(１) 連結の範囲の重要な変更

第１四半期連結会計期間において、連結子会社であったGrafil, Inc.とNewport Adhesives and

Composites, Inc.は合併し、Mitsubishi Rayon Carbon Fiber and Composites, Incとして発足しました。

第１四半期連結会計期間において、連結子会社であったMRA Merger Sub, Inc.はAldila, Inc.と合併

(Aldila, Inc.を存続会社とする吸収合併)しました。当合併によりMRA Merger Sub, Inc.を連結の範囲から除

外し、Aldila, Inc.、Aldila Golf Corp.、Aldila Materials Technology Corporation、Aldila Composite

Products Company Ltd.及びAldila Carbon Fiber Products (Zhuhai) Co.,Ltd.を連結子会社としました。

第１四半期連結会計期間において、連結子会社であったエムアールシーポリサッカライド㈱を会社分割(吸

収分割)により連結の範囲から除外しました。

第２四半期連結会計期間において、連結子会社であったMRC HOLDINGS LIMITEDを清算結了により連結の範囲

から除外しました。

当第３四半期連結会計期間において、MRC Europe GmbHを新規設立により連結子会社としました。

当第３四半期連結会計期間において、㈱ウェルシィを株式の追加取得により子会社となったため連結子会社

としました。

当第３四半期連結会計期間において、持分法適用の関連会社であったP.T.DIACHEM RESINS INDONESIAを株式

の追加取得により子会社となったため連結子会社としました。

(２) 持分法適用の範囲の重要な変更

当第３四半期連結会計期間において、Action Composites International Ltd.を株式の取得により持分法適

用の関連会社としました。

当第３四半期連結会計期間において、P.T.DIACHEM RESINS INDONESIAを株式の追加取得により子会社となっ

たため持分法適用の範囲から除外しました。
 

　

(会計方針の変更等)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日)

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)

当社及び主な国内連結子会社は、建物(建物附属設備を除く)を除く有形固定資産の減価償却方法について、従

来、定率法によっていましたが、第１四半期連結会計期間より定額法に変更しました。

当社グループでは、平成23年度を初年度とする中期経営計画「Ｎｅｗ Ｄｅｓｉｇｎ ＡＰＴＳＩＳ １５」に基

づき、成長事業として位置づけたＭＭＡ(メタクリル酸メチル)系事業、炭素繊維・複合材料事業などへの集中と強

化拡大の徹底、事業競争力強化活動の一層の推進など、グローバルな視点でのポートフォリオマネジメントの徹底

を進めて参りました。

今般、成長事業として位置づけた主要事業に関する需要動向の変化があり、また、国内事業が成熟してきている

一方で、海外における積極的投資を実施してきた結果、海外事業の重要性が高まっています。

このような事業環境の変化に対応すべく、平成25年３月に親会社である㈱三菱ケミカルホールディングスにおい

て「ＡＰＴＳＩＳ １５」の後半３カ年に該当する「ＡＰＴＳＩＳ １５ Ｓｔｅｐ２」が公表されるにあたり、

「Ｎｅｗ Ｄｅｓｉｇｎ ＡＰＴＳＩＳ １５」の見直しを行った結果、今後は、規模の拡大を図る汎用品について

は海外展開をさらに加速させていくとともに、国内生産においては、技術的優位を生かして安定的に収益を上げる

ことが見込まれる高付加価値品への一層のシフトを志向しております。

今回の「Ｎｅｗ Ｄｅｓｉｇｎ ＡＰＴＳＩＳ １５」の見直しに際して、今後の有形固定資産の利用状況を検討

した結果、国内設備については、今後は技術的優位を生かした高付加価値品を安定的に生産することにより、生産

高、稼働率等が長期安定的に推移する事が見込まれることから、より適切な原価配分を行うため、減価償却方法を

定率法から定額法に変更する事が使用実態をより適切に反映するものとの判断に至りました。

この変更により、従来の方法によった場合に比べ、当第３四半期連結累計期間の営業利益は3,309百万円増加

し、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ3,339百万円増加しています。
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(四半期連結貸借対照表関係)

　

　１  保証債務

連結会社以外の会社の銀行借入金などに対し、次のとおり債務保証を行っています。

 
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

大山ＭＭＡ㈱ 1,750百万円 1,050百万円

従業員に対するもの 61　〃 50　〃

その他 15　〃 ―　〃

　合計 1,826百万円 1,100百万円
 

　

※２  国庫補助金などにより有形固定資産の取得価額から直接控除した圧縮記帳額は次のとおりです。

 
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

圧縮記帳額 1,637百万円 1,637百万円
 

　

※３ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理していま

す。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末

日満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれています。

 
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

受取手形 555百万円 511百万円

支払手形 329 〃 342 〃
 

　

(四半期連結損益計算書関係)

　

※１ 前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

機械装置の除売却損311百万円他です。

　

当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

機械装置の除売却損356百万円他です。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していません。なお、

第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれ

んの償却額は、次のとおりです。

　

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

減価償却費 21,522百万円 20,321百万円

のれんの償却額 1,101 〃 1,307 〃
 

　

(株主資本等関係)

　

前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月25日
定時株主総会

普通株式 2,600 4.54 平成24年３月31日 平成24年６月26日 利益剰余金

平成24年10月30日
取締役会

普通株式 2,450 4.28 平成24年９月30日 平成24年12月３日 利益剰余金
 

　

当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年10月30日
取締役会

普通株式 1,820 3.18 平成25年９月30日 平成25年12月２日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)３

化成品・
樹脂事業

ＡＮ及び
誘導品
事業

炭素繊維
・複合材
料事業

繊維事業 計

売上高          

  外部顧客への売上高 218,070 19,780 23,148 28,888 289,888 52,285 342,173 ― 342,173

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

18,358 10,341 12 197 28,910 4,813 33,723 △33,723 ―

計 236,429 30,122 23,161 29,086 318,799 57,098 375,897 △33,723 342,173

セグメント利益
又は損失(△)

9,988 △1,187 △3,654 △332 4,814 △90 4,724 169 4,894
 

(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、「アクア事業」、「建築関連材料

事業」及び「サービス事業」を含んでいます。

２  セグメント利益又は損失(△)の調整額169百万円は、セグメント間取引消去です。

３  セグメント利益又は損失(△)の合計と調整額の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致していま

す。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)３

化成品・
樹脂事業

ＡＮ及び
誘導品
事業

炭素繊維
・複合材
料事業

繊維事業 計

売上高          

  外部顧客への売上高 243,217 21,352 29,798 35,528 329,895 58,957 388,852 ― 388,852

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

23,113 203 73 149 23,538 5,711 29,249 △29,249 ―

計 266,330 21,555 29,871 35,677 353,433 64,668 418,101 △29,249 388,852

セグメント利益
又は損失(△)

5,597 △1,159 △310 1,420 5,548 337 5,885 148 6,033
 

(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、「アクア事業」、「建築関連材料

事業」及び「サービス事業」を含んでいます。

２ セグメント利益又は損失(△)の調整額148百万円は、セグメント間取引消去です。

３  セグメント利益又は損失(△)の合計と調整額の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致していま

す。

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、当社及び主な国内連

結子会社は、建物(建物附属設備を除く)を除く有形固定資産の減価償却方法について、従来、定率法に

よっていましたが、第１四半期連結会計期間より定額法に変更しました。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の「化成品・樹脂事業」のセグメ

ント利益が1,286百万円増加し、「ＡＮ及び誘導品事業」のセグメント損失が343百万円減少し、「炭素

繊維・複合材料事業」のセグメント損失が1,218百万円減少し、「繊維事業」のセグメント利益が286百

万円増加し、「その他」のセグメント利益が176百万円増加しています。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)及び算定上の基礎は、以下のとおりです。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

△2円12銭 3円93銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)(百万円) △1,215 2,252

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)(百万円)

△1,215 2,252

普通株式の期中平均株式数(千株) 572,034 572,034
 

(注) １ 前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純

損失であり、潜在株式が存在しないため記載していません。

２　当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しな

いため記載していません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

中間配当の決議

第89期(平成25年４月１日から平成26年３月31日まで)中間配当について、平成25年10月30日開催の取締

役会において、当社の発行済株式の全てを所有する株式会社三菱ケミカルホールディングスに対し、中間

配当を行うことを決議しました。当該中間配当の内容は以下のとおりです。

① 配当金の総額                               1,820百万円

② １株当たりの金額                              ３円18銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日  平成25年12月２日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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新日本有限責任監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　　長　　　光　　雄　　印

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　　剣　持　　宣　昭　　印

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　　垂　　井　　　健　　印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成26年２月12日

三菱レイヨン株式会社

取締役会  御中

　

 

　

 

　

 

　

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている三
菱レイヨン株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期
間(平成25年10月１日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成
25年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務
諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実
施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公
正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、三菱レイヨン株式会社及び連結子会社の平
成25年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示
していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
強調事項
会計方針の変更等に記載されているとおり、会社及び主な国内連結子会社は、建物（建物附属設備を除
く）を除く有形固定資産の減価償却方法について、従来、定率法によっていたが、第１四半期連結会計期間
より定額法に変更している。
当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しています。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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